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上郷東地区
誰もが暮らしやすい上郷東地区を実現するための支えあい・見守りあ
いのプランをご紹介します。

地
区

別 計 画

第4期さかえ・つながるプラン（栄区地域福祉保健計画）

計画期間
令和3年度～7年度

　「みんなで見守り・支え合いネットワーク」は、住民ひとり一人の参加により、みんなで取り組み、
人々がお互いを見守り・支え合う地域づくりを推進することを目的に活動します。

○分科会をはじめとした地区の活動を
共有します。

○第４期地区別計画の推進状況を確認
します。

地域福祉保健活動を実施する
○自治会・町内会
○団体、グループ、個人等

具体的な取組を検討し、地域における活
動の支援・推進を行います。

○分科会の福祉課題に関連する諸団体
　等

第4期地区別計画の進捗管理を行います。
○第4期地区別計画の福祉課題の具体
的な取組を検討します。

○地域における活動の支援・推進を担う
分科会を組織します。

○分科会活動や地域における活動の調
査等を行います。

○上郷東連合町会及び各事業部会会長
○上郷東地区社会福祉協議会
○上郷東地区シニアクラブ連合会
○上郷東地区民生委員児童委員協議会
○各分科会
○見守り・支え合いネットワーク事務局
○その他幹事会が必要と認める団体等

■１１自治会・町内会で構成
　上郷東地区は、１１自治会・町内会で構成される地域。
　＊上郷町内会、庄戸一丁目町会、庄戸二丁目町会、庄戸三丁目町会、庄戸四丁目町会、庄戸五丁目町会、
　  長倉町自治会、上郷ネオポリス自治会、東上郷青葉ヶ丘自治会、みどりが丘自治会、上郷台共同住宅自治会
■活発なサロン活動
　これまでの地域福祉保健計画の取組によりサロン活動が充実してきた。
　現在１９団体が活動を行っている。
■まちづくり
　　庄戸中学校跡地とその周辺の開発については、連合町会を中心に要望書をまとめ区に提出されている。現
在工事中の環状南線の高速道路の開通に伴い、新設バス路線や路線変更など地域の交通利便性に向けて検
討中である。

　　また、山手学院から横浜栄高校、及び瀬上の池周辺にかけての開発計画が進められており、今後商業ビルや
住宅などが建ち、新たな街ができる予定。

　　上郷ネオポリス自治会は、住宅を開発した大和ハウス工業株式会社及び大学・横浜市などと連携して持続
可能なまちづくりに取り組んでいる。コンビニと住民交流の場を備えた野七里テラスが２０１９年にオープン
し住民参加型のまちづくりに取り組んでいる。

第4期地福計画プロジェク
ト会議

サロン見守り交流会 おやこで学ぶ性教育
講座

カフェみどり ひよこカフェ 野七里テラス

上郷東地区別第4期地域福祉保健計画を
推進するための組織
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「上東の3つの愛♡みんなで見守りあい、支えあい、安全・安心な地域のつながりあい」スローガン

第4期さかえ・つながるプラン（栄区地域福祉保健計画）上郷東地区第4期さかえ・つながるプラン（栄区地域福祉保健計画）上郷東地区 上郷東地区

■地域での見守り・支え合いの充実には、自治会・
町内会・民生委員・各種団体・グループの連携が
希薄。　
■近所付き合いが希薄。

■各地域のサロン・見守りネット
ワーク組織・民生委員・シニア
クラブ(友愛活動員）等の見守
り活動の幅を広げ連携を強化

■見守り活動を行う団体との情報交換・共有化を進め相互理解を深めます。
■自治会・町内会活動との連携強化により見守りの幅を広げます。
■民間事業者等の協力による見守りを強化します。
■地区社協と連携してサロン活動の充実を図ります。

■要援護者＝高齢者という意識が強い。障がいのあ
る方や妊婦や乳幼児など幅広く捉える事が必要。
■支援者が不足している。

■災害時要援護者の支援を強
化する日常の関わり等の強化

■要援護者を地域全体で支援する
体制を強化します。

■障がい児・者への取組が少ない。 ■障がい児・者とその家族が
安心して暮らせるまちづくり

■様々な障害に対する理解を進めます。
■障がい児・者との地域での交流を進めます。

■子どもが関わる地域活動が少ない。 ■地域全体で子ども達の見守
り・育成を強化

■自治会・町内会は、子ども達の健全な育成に努めます。　　　　　　　　　　
■子ども達の居場所づくりを進めます。　　　　　　　　　　　　　　　　
■子ども達の学習支援の場を充実させます。

■自治会・町内会活動における住民同士の交流が希薄。 ■様々な世代の住民相互のつ
ながりの強化

■サロンにおける三世代交流の充実を図ります。
■自治会・町内会、各種団体の諸行事への地域住民の積極的参加の推進を図ります。

■買物支援や交通の便等地域だけでは解決できな
い生活に密着した課題。

■地域住民の暮らしを支援す
る企業等との連携

■企業等と連携した活動を強化します。
■移動販売による買い物支援・見守りを進めます。

■地域福祉保健計画の推進に連合町会との関わり
が希薄。
■地域福祉保健計画が周知されていないため、自分
たちの活動が地域福祉保健計画の活動と関わる
ことが知られていない。

■地域福祉保健計画推進のた
めの活動を自治会・町内会・
各種団体と協力・連携しなが
ら具体的に企画・推進を担う
組織体制の構築

■「分科会」「幹事会」「全体会」の三組織体制により
地域福祉保健計画を進めます。
■広報活動を進めます。

■諸団体の取組の共有ができていない。 ■団体同士のつながりと情報交換 ■団体同士の情報を交換し合い連携を進めます。

■個人の健康づくりへの取組は活発であるが、地域
行事に参加しない人、できない人など人と人のつ
ながりが希薄な一面もある。

■地域とのつながりを通じた
健康づくり

■地域での交流を通した健康づくりに努めます。
■医療機関と連携した疾病予防を進めます。　　　　

■当地区は高齢化が進んでおり認知症の方の増加
が見込まれる。
■認知症の方を支援する体制が弱い。

■認知症になっても地域で安心
して暮らせるまちづくり

■当事者と当事者家族が集える場づくりを進めます。　
■認知症サポーター養成及びキャラバンメイト養成による認知症への理解者を増や
します。

■支援が必要な人がいても地域で関係する人同士の
情報の共有化ができていない。
■高齢を理由に自治会・町内会を退会する人がいる。
孤立しないようにする手立てが必要。
■地域とかかわりができない人への支援が届かない。

■困りごとを抱えた人の課題の
共有とつなぐ体制等の充実

■住民相互の交流・見守りの充実を
図ります。
■近隣住民の気づきを民生委員や地
域ケアプラザにつなぎます。

①
地域での
見守り・
支え合い

活動等の充実

②
地域とつながる
機会の拡大

③
連合町会・
各種団体との
協力・連携

お互いさまで
支え合うまちに
視点１

様々なつながりがあり
情報が行きとどくまちに

視点１

お互いさまで
支え合うまちに

視点2

誰もが身近な地域で
いきいき暮らせるまちに

視点３

誰もが身近な地域で
いきいき暮らせるまちに

視点３

誰もが身近な地域で
いきいき暮らせるまちに

視点2

誰もが身近な地域で
いきいき暮らせるまちに

視点2

様々なつながりがあり
情報が行きとどくまちに

視点1

様々なつながりがあり
情報が行きとどくまちに

視点2

様々なつながりがあり情報が
行きとどくまちに 視点2

誰もが身近な地域で
いきいき暮らせるまちに

視点1

テーマ 現状・課題 目標 取組内容 区目標


